
2ー広報とよかわ

豊川市・キュパティーノ市　姉妹都市提携35周年

つながる交流

長
の
ダ
ニ
エ
ル
・
P
・
オ
キ
ー
フ
さ
ん

が
豊
川
市
を
訪
れ
、
姉
妹
都
市
提
携
宣

言
書
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

宣
言
書
に
は
、
教
育
、
文
化
、
産
業
、

経
済
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
け
る
交
流
を
図

り
、
両
市
民
間
の
絆
を
一
層
強
く
す
る

よ
う
努
力
す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
か
ら
豊
川
市
と
キ
ュ
パ
テ

ィ
ー
ノ
市
と
の
三
十
五
年
に
わ
た
る
交

流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　豊川市は、昭和 53 年にアメリカ合衆
国カリフォルニア州キュパティーノ市と
姉妹都市提携を結び、今年で 35 周年を
迎えます。
　今回の特集では、本年度の交流活動を
中心に、キュパティーノ市との交流を紹
介します。
　詳しいことは、市民協働国際課（89
－ 2158）へ、お問い合わせください。

交
流
の
は
じ
ま
り

　

昭
和
五
十
二
年
、
豊
川
市
が
優
良
自

治
体
と
し
て
自
治
大
臣
表
彰
を
受
け
た

こ
と
を
知
っ
た
キ
ュ
パ
テ
ィ
ー
ノ
市
長

か
ら
、
姉
妹
都
市
を
希
望
す
る
内
容
の

書
簡
が
豊
川
市
に
届
き
ま
し
た
。

　

こ
の
書
簡
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
昭

和
五
十
三
年
十
二
月
十
九
日
、
キ
ュ
パ

テ
ィ
ー
ノ
市
を
代
表
し
て
、
市
議
会
議

キュパティーノ市とは

キュパティーノ

ネバダ州

太平洋

カリフォルニア州

ロサンゼルス

サンフランシスコ

オレゴン州

教育水準が高い都市
重要な教育施設の一つとしてディア
ンザ州立大学があります。この大学
は市民にとっても重要な教育の場と
なっています。

IT 産業が盛んな都市
シリコンバレーの中心部にあり、
iPhoneで世界的に有名なアップル
の本社などがあります。

位置・気候
アメリカ合衆国カリフォルニア州
にあり、サンフランシスコ市の南
方約70 ㎞にある都市です。気候は
温暖で、緑が豊かなまちです。

特集1
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両
市
の
つ
な
が
り
を
深
め
る 

相
互
派
遣

　

豊
川
市
と
キ
ュ
パ
テ
ィ
ー
ノ
市
は
、

友
好
の
証
と
し
て
五
年
の
節
目
ご
と
に

姉
妹
都
市
提
携
記
念
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、
市
民
使
節
団
の

相
互
派
遣
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
相
互
派

遣
は
こ
れ
ま
で
三
百
人
を
超
え
る
人
々

が
関
わ
り
、
続
け
て
き
た
事
業
で
す
。

　

今
年
は
、
公
募
に
よ
る
二
十
二
人
の

使
節
団
員
が
キ
ュ
パ
テ
ィ
ー
ノ
市
を
訪

れ
ま
し
た
。
現
地
で
は
、
キ
ュ
パ
テ
ィ

ー
ノ
市
に
よ
る
歓
迎
会
に
出
席
し
た

り
、
市
内
見
学
や
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し

た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
で
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、
市
民
レ
ベ
ル

　

姉
妹
都
市
提
携
三
十
五
周
年
目
を
迎
え
る
豊
川
市
と
キ
ュ
パ
テ
ィ
ー
ノ
市
と
の

交
流
。
現
在
は
、
ど
の
よ
う
な
交
流
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
今
年
の
取
り
組
み

を
交
え
て
紹
介
し
ま
す
。

提
携
三
十
五
周
年
目
の
交
流

東
日
本
大
震
災
を 

乗
り
越
え
て
届
く
思
い

　

東
日
本
大
震
災
が
起
こ
っ
た
平

成
二
十
三
年
は
、
キ
ュ
パ
テ
ィ
ー

ノ
市
か
ら
の
中
学
生
使
節
団
の
派

遣
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
七
月
、
キ
ュ
パ
テ
ィ

ー
ノ
市
か
ら
義
援
金
の
目
録
が
届

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
メ
モ
リ
ア

ル
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
た
「
さ
く
ら

ま
つ
り
」
や
キ
ュ
パ
テ
ィ
ー
ノ
市

内
の
小
・
中
学
校
な
ど
で
集
め
ら

れ
た
義
援
金
で
し
た
。
ま
た
、
十

月
に
は
額
に
収
め
ら
れ
た
千
羽
鶴

も
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
両
市
の
交
流
事
業

に
関
わ
っ
た
人
々
が
中
心
と
な
っ

て
自
主
的
に
行
わ
れ
た
も
の
で

す
。
千
羽
鶴
は
豊
川
市
を
訪
れ
る

こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
中
学
生
た

ち
に
よ
っ
て
、
復
興
の
祈
り
を
込

め
て
折
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。

で
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
市
民
使
節
団
の
相
互
派
遣
で

は
、
訪
問
す
る
際
に
記
念
品
を
贈
っ
て

お
り
、
昭
和
五
十
八
年
に
キ
ュ
パ
テ
ィ

ー
ノ
市
へ
贈
っ
た
サ
ク
ラ
の
苗
木
は
、

メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク
で
大
き
く
育
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
に
キ

ュ
パ
テ
ィ
ー
ノ
市
か
ら
贈
ら
れ
た
シ
ン

ボ
ル
タ
ワ
ー
の
複
製
は
、
総
合
体
育
館

前
の
キ
ュ
パ
テ
ィ

ー
ノ
広
場
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

今
年
は
、
日
本

の
文
化
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
御

油
宿
や
赤
坂
宿
が

描
か
れ
た
浮
世
絵

版
画
を
贈
り
ま
し

た
。
受
け
取
っ
た

マ
ホ
ー
ニ
ー
市
長

は
、
こ
の
地
域
に

古
い
歴
史
が
あ
る

こ
と
に
感
心
し
て

い
ま
し
た
。

1キュパティーノ市へ浮世絵版画を贈呈2豊川市旗を
持つマホーニー市長3キュパティーノ市内の公園で歓
迎を受ける使節団4アップル本社での見学

1

2 3

4

交
流
が
生
ん
だ
エ
ピ
ソ
ー
ド
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つながる交流

次
世
代
の
友
情
を
育
む 

中
学
生
使
節
団

　

毎
年
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
交
流
と

し
て
、
中
学
生
使
節
団
の
派
遣
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
派
遣
は
、「
二
十
一
世
紀

を
担
う
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
を
育
成

す
る
」こ
と
を
目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

豊
川
市
か
ら
は
昭
和
五
十
四
年
、
キ
ュ

パ
テ
ィ
ー
ノ
市
か
ら
は
昭
和
五
十
九
年

に
派
遣
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
六
月
に
キ
ュ
パ
テ
ィ
ー
ノ

市
中
学
生
使
節
団
が
豊
川
市
を
訪
れ
、 

施
設
見
学
を
し
た
り
、
中
学
校
で
日
本

の
授
業
や
文
化
を
学
ん
だ
り
し
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
に
は
部
活
動
と
い
う
文

化
が
な
い
た
め
、
使
節
団
員
は
一
人
一

人
が
関
心
の
あ
る
部
活
動
へ
参
加
し
、

目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歓
迎
会
で
は
同
じ
テ
ー
ブ
ル

に
つ
い
た
者
同
士
が
、
身
振
り
手
振
り

を
交
え
な
が
ら
会
話
を
楽
し
む
な
ど
の

貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
方
、
豊
川
市
中
学
生
使
節
団
は
、

夏
休
み
期
間
中
の
研
修
会
で
文
化
や
英

語
な
ど
を
学
び
、
九
月
に
キ
ュ
パ
テ
ィ

高校教員 
森島美智子さん

キ
ュ
パ
テ
ィ
ー
ノ
市 

市
民
使
節
団
歓
迎
会

　

キ
ュ
パ
テ
ィ
ー
ノ
市
市
民
使
節

団
歓
迎
会
に
参
加
を
希
望
す
る
方

を
三
十
人
程
度
募
集
し
ま
す
。

日
時　

十
一
月
十
一
日
（
月
）
午

後
六
時
か
ら
▼
会
場　

市
民
プ
ラ

ザ
（
プ
リ
オ
Ⅱ
四
階
）
▼
会
費　

四
千
円
。
た
だ
し
、
未
成
年
者
は

交
流
の
輪
を
つ
な
げ
る

　

三
十
五
年
前
の
書
簡
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
市
民
使
節
団
や
中
学
生
使
節
団

の
相
互
派
遣
が
始
ま
り
ま
し
た
。
近
年

で
は
、
姉
妹
都
市
に
つ
い
て
広
く
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
キ
ュ
パ
テ
ィ
ー
ノ
市

の
小
・
中
学
生
の
作
品
展
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

市
で
は
、こ
う
し
た
交
流
を
通
し
て
、

よ
り
多
く
の
市
民
が
キ
ュ
パ
テ
ィ
ー
ノ

市
に
関
心
を
持
ち
、
異
な
る
文
化
や
生

活
習
慣
を
互
い
に
理
解
し
合
う
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
し
て
、
キ
ュ
パ

テ
ィ
ー
ノ
市
と
の
交
流
が
四
十
周
年
、

五
十
周
年
と
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ー
ノ
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。
豊
川
市
を

訪
れ
た
使
節
団
員
に
も
再
会
を
果
た

し
、
友
情
を
さ
ら
に
深
め
ま
し
た
。

　当時はまだ、中学生が外国を
訪れることなどほとんど考えら
れない時代で、幼い頃から海外
に強い興味があった私にとって、
「中学生使節団」としての訪問
は、夢のような 10 日間でした。
キュパティーノと聞いて今も思
い浮かぶのは、澄んだ空気と、

現地の方の温かい笑顔と出迎えです。それからの片道
１週間かかる手紙のやりとりも楽しかったですし、大
学時代再びアメリカを訪れ再会できた時は、この町と
人が私はやっぱり好きだな、と強く感じました。
　現在は高校教員として、英語を通して外国の人と触
れ合う楽しさを教えています。昨年度には通訳として
キュパティーノ市中学生使節団に接する機会もありま
した。中学生の頃は、会話がうまく通じず、伝わる英
語を話したい、もっと深い話をしたいという思いが強
くありましたが、こうやってまた使節団と交流できた
ことは、私にとってずっとつながっている縁のように
感じました。これからも多くの人に交流の楽しさを通
して、世界を広げていってほしいと思います。

中学生使節団と今の私

インタビュー

イ
ベ
ン
ト
ニ
ュ
ー
ス

特集1

小坂井中学校で茶道体験をする使節団員

三
千
円
で
保

護
者
同
伴
▼

申
し
込
み　

十
一
月
六
日

（
水
）
ま
で
、

先
着
順
に
受

け
付
け
。
電

話
で
、
市
民

協
働
国
際
課

へ豊
川
市
国
際
交
流
協
会
主
催 

姉
妹
都
市
提
携 

三
十
五
周
年
記
念
パ
ネ
ル
展

　

十
一
月
十
二
日
正
午
か
ら
十
六

日
午
後
五
時
ま
で
、
勤
労
福
祉
会

館
一
階
ロ
ビ
ー
で
三
十
五
年
の
交

流
を
写
真
で
振
り
返
る
姉
妹
都
市

提
携
三
十
五
周
年
記
念
パ
ネ
ル
展

を
行
い
ま
す
。
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帰
り
道
を
明
る
く
照
ら
す
防
犯
灯
は

町
内
会
に
よ
っ
て
設
置
・
維
持
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。
危
険
な
場
所
を
見
つ
け

出
し
、
地
域
の
意
見
を
取
り
ま
と
め
な

が
ら
、設
置
場
所
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
犯
灯
の
電
球
を
交
換
す
る

の
も
、
維
持
管
理
を
し
て
い
る
町
内
会

の
活
動
で
す
。

　

町
内
会
で
は
、
地
域
の
子
ど
も
が
楽

し
む
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
祭
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
同

士
の
学
年
を
越
え
た
地
域
の
交
流
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
安
全
の
た
め
に
通

学
路
の
見
守
り
活
動
な
ど
も
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

町
内
会
で
は
、
災
害
時
や
緊
急
時
な

ど
の
備
え
と
し
て
、
避
難
誘
導
な
ど
防

災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
が
必
要
な
方
の
把
握
を

行
う
た
め
に
、
災
害
時
要
援
護
者
支
援

制
度
を
活
用
す
る
な
ど
、
有
事
の
際
に

地
域
の
支
え
合
い
が
で
き
る
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
も

町
内
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。
収
集
日
に

ご
み
の
出
し
方
を
指
導
し
た
り
、
カ
ラ

ス
に
荒
ら
さ
れ
な
い
よ
う
ネ
ッ
ト
を
張

っ
た
り
、
町
内
会
ご
と
に
工
夫
を
し
て

い
ま
す
。

　

住
民
の
協
力
に
よ
っ
て
、
町
内
の
美

し
い
生
活
環
境
は
保
た
れ
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
は
、
ま
ち
と
い
う
小
さ
な
単
位
で
行
わ
れ
て
い
る
活
動
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
町
内
会
の
活
動
を

身
近
な
事
例
を
通
し
て
紹
介
し
ま
す
。

暮
ら
し
と
身
近
な
活
動

特集2

残
業
で
毎
日
帰
り
が

遅
い
け
れ
ど
夜
道
が

明
る
く
て
安
心
で
す
。

利
用
し
て
い
る
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
き

れ
い
だ
な
ぁ
。

小
学
生
の
子
ど
も
が

い
ま
す
。
近
く
に
同

じ
よ
う
な
人
が
い
な

い
か
な
。

高
齢
で
子
ど
も
と
離

れ
て
一
人
暮
ら
し
。

災
害
な
ど
が
不
安
で

す
。

　市内には 186 もの町内会があります。町内会は、住
民同士による、生活に密接に関わる活動を行う団体で
す。その役割は地域の安全・安心を守ること、住環境
を美化・維持すること、地域福祉を充実させること、
住民同士の親睦を深めることなどさまざまです。
　今回の特集では、町内会の活動と私たちの日々の生
活との関わりについて紹介します。
　詳しいことは、市民協働国際課（89 － 2165）へ、
お問い合わせください。

町内会活動に
参加してみませんか
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町内会活動に参加してみませんか

で
き
る
こ
と
か
ら 

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

　

住
環
境
の
整
備
や
防
犯
・
防
災
、
地

域
福
祉
な
ど
、
町
内
会
は
私
た
ち
の
最

も
身
近
な
所
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
担
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
町
内
会

の
活
動
は
、
必
ず
ど
こ
か
で
あ
な
た
の

生
活
に
密
接
に
関
わ
り
、
役
立
っ
て
い

ま
す
。

　

町
内
会
の
活
動
は
す
べ
て
、
地
域
に

住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
誰
で
も

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
活
動
で
す
。

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を
よ
り
過
ご

し
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
町
内

会
の
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
ず
は
地
域
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
す
る
な
ど
、
近
所
の
方
と
知

り
合
う
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
町
内
会
が
身
近
な
存
在

に
な
れ
ば
、
そ
の
他
の
活
動
に
参
加
す

る
機
会
も
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
さ
あ
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
か

ら
町
内
会
活
動
を
始
め
て
み
ま
し
ょ

う
。

　

町
内
会
へ
の
加
入
を
希
望
す
る
方

は
、
自
分
が
住
む
地
域
の
町
内
会
長
に

ご
連
絡
下
さ
い
。
な
お
、
町
内
会
長
が

分
か
ら
な
い
場
合
は
市
民
協
働
国
際
課

へ
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

特集2

見守り隊の
ボランティ

アの方が毎
日交通安全

の

ために通学
路に立って

くれます。
地域のお祭りでは、法被を羽織って普段と違う雰囲気を楽しみます。

防災訓練では担
架を作って人を

運んだり、

初期消火訓練を
したりします。

カローリング大会などスポーツを通して地域の人との親睦を深めます。

写真で見る町内会の活動写真で見る町内会の活動

清掃の日は、子どもからお年寄りまで

みんなでまちをきれいにします。

福祉サロンと子ども会が合
同で行う催しなどは

世代間交流の機会になりま
す。


